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 報  
 

 

英語 論 ー ョン ー  
 

    

学 学  

 

1.  

メイ ー（2015） 、 考法を演繹的 考と帰納的 考に て、 、 論

を一 的 理 から導 す方法 、 の の を み

る と 的 論 と る 考法と ている らに、メイ ー 、そ の

考法に る語学の教授方法の いに言 ている 「 、言語 を る 法的

理を学 とから 、 的 法 語 を学 からその言 を使 習をする

一方、 、 法の 的 組みを理 する にその言語を 会話をする」と説明

ている（平柳、2017）  

日本 教員 、英 法とい 一 的 理を説明 てから英 の日本語 日本 の英

を指導するの 演繹的 、英語のネイティブス ー ー 英語を か て、英 の ー

を考 るの 帰納的 る か 、日本 教員 英 英 ラ ラ

を英語 説明 て 、その指導 帰納的 演繹的 る  

（2011） 、 的 考を、 の に ている  

（1）論理的・ 理的 考 、 に 考 る の と 、演繹 帰納

の論理 作 、日 生 における推論に関 る の論理学、 学、 学

的 る  

（2） の推論プロ スを意識的に する 的・ 的 考 る  

2 つの から、 的 考と 、「推論プロ スを演繹 帰納 意識的に す

る 考」と に言 と 能 （2018） 、推論を「 と る 題か

ら 論を導 す と」と 、野 （2003） 、 題を「真か を る 」

と ている （1997） 、「 真 、 論 真と る タイプの

推論」を演繹と 、「 真 て 、 論 真 ると 限ら い推論」を帰納と

ている らに、帰納 、「い つかの から一 的 論を導 一 化」と「演繹

い推論す て」とい 2 つの意 ると ている 本 、 の演繹を演繹的

推論、帰納に関する 2 つの意 の 、 を帰納的推論とする  

（2011） 、 的 考を の に教 するかに関 て、 アプローチ、イン

ュージョンアプローチ、そ てイマージョンアプローチの 3 つを 、 の に説

明 ている アプローチ 、 的 考を教 る とを 的と た を用いて

的 考の一 的 理その のを教 る方法 、イン ュージョンアプローチ 、 か

の を考 る 方 教 つつ、 考の一 を す方法 る そ

て、イマージョンアプローチと 、 考の一 明 に、 考を する
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方 を教 る方法 る たと 、「 る を英語 学 」とい 英語

イマージョン教 考 ら る 小 （2016） 、イマージョンアプローチを、エニス

を 用 て の に ている  

イマージョンアプローチ 、学 に とに て、クリティ

シンキン スキ を に い か 、 らの を て習 する指導の

と る  

て、英語授業における 的 考のイマージョンアプローチと 、「演繹的推論 帰納

的推論を明 に、 考を する 方 、英語を授業 教 る と」と言

と 能  

2019 度における、 る 学1 生の “Grammar” とい 授業（TOEIC 、

500 から 595 を取 ている 生 20 名のクラス） 、 の 的 考のイマージョ

ンアプローチを行 た の 学の “Grammar” の授業 、 的に英語を理 、

英語 る とを に ている 本 、「演繹的・帰納的推論、そ て の 2

つを組み た推論と ての 説演繹法のイマージョンアプローチ 、 生の英 日

本語 ・日本 英 ・英 法の理 に つ」とい 説を するた の 報

る 、本 取 ている英 と英 用の日本 、その 使用 ているテ

キストに ている の 、 た取 ら ている指導 そ

た の る  

 

2. 論 

英 1  The biology student read a book written by Dr. Nakayama.（ 、2014） 

の英 の の 詞 “read” の 制 た 詞

る理 を演繹的推論に て説明する 野 （1994） 、 題・ 題・対 題を

の に ている 題 A「P ら Q」に対 て、「Q ら P」を A の 題、「P

い ら Q い」を A の 題、「Q い ら P い」を A の対 題と

英 1 の の 詞 と 説をたてる の英 を する 要 （根

）、 語 のと 一 詞の とに “s” つ （論 ）の 、 英 1 の

 “reads” と る る（ 論） の 題 、根 ・論 ・ 論とい

論法を用い、論 の の 論 る す 、 の演繹的推論に る

題 る か ら、 に  “read” に “s” ついてい いの 、“read” 

い（ 題 、対 題 るとい 理 から）と言

る そ 、 の 説、す 「 の “read” と て用いら ている」を

取 て「“read” と て用いら ている」と 論 けら る（“read”の に 

“has”、 た  “had” いの 詞 い） 考の を すと の

に る（ 1・ 2・ 3 、 考の を す）  
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（ 1 す 考の 題 、 の 題 る）   2（ に観察 、真

を する） 

 ３ 

 

（ 3 す 考の 、 題の対 題に するの る） 

 

 

 の 、P と Q の 、す 、P 「 英 1 の “read” の 制

る」 、Q 「 語 の 、“read” に  “s” つ 」 る の

英 の 題 る「P ら Q る」 、「 英 1 の “read” る ら

、“read” に  “s” つ 」 、対 題 る「Q い ら P い」 、

「“read” に “s” ついてい いの 、 の “read” い」と る（平柳、2018）

対 題を使 た論 か け 、 の 生の 考を 、理 を

け て る   

「A い」 とを 明するた に、「A る」とい 説を

たてる 、 行 に 行 にいた とに る か ら、

行 に その にい か た と 言 、その 言に る

と 明 た そ 、A いと 論 けら る の 、P

「 る」 、Q 「A 行 に 行 にいた」 と

を指す（平柳、2019）  

に、 、 題 、対 題 のかを ン を使 て説明する

2（小 い を A 、 い を B とする）を 、「 A  B る」とい

題 い その 題 る「  B  A る い」 、

2 の領 を 理 る 「 題 る  A け  B い

い 、  B け  A い とい 対 題 い」とい 論 2 の

領 を 理 る （平柳、2019）  

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

A B

英 1 の “read” と

い 説をたてる 
語 の 、“read” に “s” 要

る 

の 説を取 る “read” に “s” ついてい いの する 
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3.  

3.1.   

説演繹法を説明する 3 の と 、 （2012）の を、 の

を意 するかを、 明 に すた た の る  

 
 帰納 演繹 観察  帰納 

題  説 1  1   テスト  1                                       
 演繹 帰納 演繹 観察  帰納 

1  説 2  2  テスト 2  2    
 演繹 

 2   

3 

 

、 説の （帰納）、 （演繹）、テスト、 （ た ）、 の 説と

い 識成 の 、 の に ると ている らに、 「

明 い ら、1 2 のテストに て 明に ら いから る

の帰納 る」と ている 説を するのに帰納的推論を用い、その 説から

の に演繹的推論を用いる その を観察 、 と に ける

た 、そ を生み た対 題に いて、 の 説を取 、 の 説を

帰納的に する そ て、 の 説演繹法を理 するた に 、 の 生の理

を ける  

・ エス レーターを使用すると 、 い いる のた に を ける

に る そ 「 の 、エス レーターの

」とい 説をたてる（帰納的推論） 横 「その 」の つ の 、そ

と する（演繹的推論） に横 「テストを て」

みると、 の 説 て ら い と 明 た た とに る

そ 、 の 説（関 、関西 ）をたてる を と、

の 説 て る と 明する（平柳、2019）  

 

3.2.  日本文 英 英文 日本語  

 日本 1 を英 すると 、 た 英 4 ・ 英 6 ・ 英 9 を日本語 すると

に 説演繹法を用いる 「帰納的に 説を 、演繹的にその 説を て る」とい

説演繹法 、 の 2 つの推論から 論 けら た か かを、イマージョン

アプローチ する とに る  

 

3.2.1. 日本文 1 日本 2014  

 日本 1 の 語 「日本」 、「 と 」 い 「平 」の 語 「

と 」 る 生 、 の日本 の英 の る とを 教員から

教 、 の日本 の 語 「日本」 る とを する  
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日本 1 の英    Is Japan a country where men and women are equal? 

生 、 の から「 」と「 」とい 日本語の使い方に関 て、 の 説

成 つ とを帰納的に 論 け る  

説 1  

「 」 その の名詞とその との 詞を 、「 」 の 詞と る  

の 説を演繹的に 用 て、 の英 、 の 日本 に る  

英 2  Mary knew that John would propose to her.（ 、2014） 

英 2 の日本語  「メアリー 、ジョン に を 込 とを ていた」 

説 1 の を 野（1999）の に て る 野 、「

の名詞（代名詞）とその の 詞を 、 の 詞と 」と ている

い つかの から帰納的に 説を 、そ を演繹的に 用 ているの 、 説演繹

法に る る「帰納的推論と演繹的推論 導いた 論 る」とイマージョ

ンアプローチ た とに る  

 

3.2.2.  2 英文 .            .  

英文 

英 3  Who is the president of X University? 

英 4  Mr. Yamada is the president of X University. 

英 5  What is Mr. Yamada? 

英 6  He is a president.   

英 3 に対する応 英 4 、 英 5 に対する応 英 6

る 英 4 、英語の 詞 の のを指すの 、 “the president” 情

報 、“Mr. Yamada” 情報に る その名 「井 、

、山 る」と るの 、“Mr. Yamada” 情報 る た、 英 6 、

“He” 代名詞 の を指すの 、 情報と 、“a president” 情報と る

「 、 、学 る」と る 日本語に すと 英 4

「山 ----」 、 英 6 、「山 ---」と る て、「S+V+C」

の 、「S と C」 「 情報と“the”」の 「 情報+ 」に、「 情報と“a” (“an”)」

の 「 情報と 」に日本語 ると帰納的に 論 けら る の とを演繹

的に 用すると、 の日本 の英 の の と る  

日本 2  、 日 た CD す  

英 7  This is the CD I bought yesterday. 

日本 3  、 学の言語学の 教授 す  

英 8  Dr. Terahara is an associate professor of linguistics at Kawachi 

University.  
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説 2  

「S+V+C」の 、「S と C」 「 情報と“the”」の 「 情報 」に、「

情報 “a” (“an”)」の 「 情報 」に日本語 る  

、「帰納的推論と演繹的推論 導いた 論 る」とイマージョンアプローチ

た る  

 

3.2.3. 英文        40 . 2014  

 「18 の日本 を つ」とい つの 題 、「18 の日本 を

つ」を 意するの 、日本語の「 〜 、 〜 の の を 意する」と帰納

的に推論 る 「英語の “more than” の日本語 から、 more than 〜” の 

“〜” とい を 」とい 説をたて、“not more than 40 kilos” 、「40 キロ 」

とい 意 に ると演繹的に推論する か ら、 生 、 教員に て、

い 、「40 キロ 」 「40 キロ 」 ると教 る そ 、 の帰納的

かつ演繹的に推論 た 説 とい ら る の “more than 〜” の意 を

調 ると、 （1988） 「“more than 〜” 、〜とい い」と てい

る を 説と て、 英 9 の意 、「40 キロ 」 ると演繹的に推論 る  

説 3  

日本語の「〜 」 「〜」の を 、英語の “more than 〜”  “〜”とい

を い   

、「帰納的推論と演繹的推論 導いた 論 る」とイマージョンアプローチ

た る  

 

4.   論 英文  

4.1.   

野 （2006）に 、 言「かつ」、 言「 た 」、 「 い」、 法「 ら 」

成 つ論理 題論理 、 「す て」と 「 る」の推論を 化す

る論理 語論理 る らに、野 （2006） 、「 」を、 る と

能 す ての を バーする のと ている「 い」の 、「

を い 、 い い」と「 る」い つの領 を

た領 に るの 、「 を いと 言 い」と演繹的に 論 けら る

4 の  1  と  2  を た領 と る 「 」と「 い」 対関係に 、

「 」と「 い」 関係に る 山 （1985）の に 、 関係と

、2 つの と に真 い 、 たと に い関係 、 対関係と

、と に真 い 、と に る関係 る 言い 、 関係
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と い関係 、 対関係と い る関係 る

（平柳: 2019）  

 

4 

 

4.2.   論 英文  

 （2018） 、「 」の を、 、「とい け い」を につけ と

ている そ 「野 を る 」の 、「野 を る とい け

い」と 、「野 を る い」とい 対関係の領 け 、「野 を

て て い」とい 領 を 指す とに ると説明 ている （2014）

に 、「 」と「 け ら い」 、 度 る 「 」を す

詞 る に、 の言 「 」を「 け ら い」と 、その 説を演繹的

に 用す 、「ドアを け け ら い」の 、「ドアを け け ら

いとい け い」と る  

に、 題論理と英 法における の意 領 の いを する 6 5 の

る 山 （1985） 、「 5 と 6 の(A)と(D)、(B)と(C) 関係、(C)と(D) 対

関係、(A)と(B) 小 対関係 、そ て(A) (C)を 意 、(B) (D)を 意 ている」

と説明 ている らに、山 （1985） 、小 対と 、2 つの と に真 る

、と に い関係と ている らに、「ドアを け け ら い」

とい 6 の(C)の (B)の意 領 と るの 、「ドアを け け ら いとい

け い」 、「ドアを け て い」と言い る とに る  
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い い い 

1 2 3

(A) (B) 

(D) (C) 

小 対

意 意 

対

て い 
い と

るとい と

い  (A) 

て い

とい と い 
す る（ け

ら い）(C) 

て  
い        

い と

る (D) 

て い 
す るとい

と い (B) 
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山 （1985） 、 (A)、(B)、(C)、(D)の と て、 の を用いた てい

る  

(A): n 0    (B): 0 n     (C): n 0     (D): 0 n   、n る  

(A) 「 ロ 」、(B) 「 ロ 」、(C) 「 ロ 」、(D) 「 ロを る」領 を

指す  

に ている 英 10 6 の(B)に、 英 11 6 の(D)にそ

する す 、「 英 10 の意 領 、 英 11 の意 の意 領 を 意 てい

る」と演繹的に 論 けら る  

英 10  You may not open the door.（ 、2014） 

英 11  You must not open the door.（ 、2014） 

 

の関係 、 の に る  
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のテキスト 、 英 10 、 英 11 を ら す と 説 てい

る 、 の 2 の ら す意 領 の いに 言 てい い （1995） 、「 」

を ら す “must” の 、“need not” た  “do not have to”（ をする 要

い） ると指 ている の 、論理学 の 対関係に る （

対関係に る  “must not” と る）、 関係に る領 を す  た、You 

may not open the door.” と “You don’t have to open the door.” と 領 を指すと帰納

的に推論 る ら、 題論理における 6 の(B)と(C) 関係の意 領 を

、英 法における を ら す “must” の 関係を す  “do not have to” 

から る  

 

4.3.   論 英文  

（1995） 、“must”（「 い い」）の 、“cannot”（「 い」） る

You must open the door. 
（ドアを け け

ら い） 

You must not open the door.
（ドアを けて いけ い）

You may open the door.
（ドアを けて い） 

You may not open the door.
（ドアを け て い） 

You may or may not open the door. 
（ドアを けて け て い） 
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と指 ている のテキストに 、 の ている   

英 12  “Kenji must be very sleepy, after staying awake all night.”（ 、2014） 

英 13  “Kenji cannot be very sleepy, after staying awake all night.”（ 、2014） 

英 法 、 英 12 の 英 13 る 「Kenji いに い い」 と 

「Kenji い い」 、そ 英 12 と 英 13 の の日本語

る の 2 つの意 領 、論理学 の 対関係を ら ている の関係を

ら すと 8 と 9 の に る  
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山 （1985）の す の す 、 の に る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8 と 9 から、「“Kenji may be sleepy.”  “Kenji must be sleepy.”の領 を、“Kenji 

may not be sleepy.”  “Kenji cannot be sleepy.”の領 を 意する」と言 る た、

9 から 題論理 、「 い い」の 「 いか い」 、「 い」

の 「か い」 ると 論 けら る 題論理における 、

の 関係の領 る 一方、英 法における 、その 対関係の領 、

Kenji must be sleepy. 
（ いに い い） 

Kenji cannot be sleepy.
（ い い） 

Kenji may be sleepy. 
（ いか い）

Kenji may not be sleepy. 
（ いか い）

Kenji may or may not be sleepy. 
（ いか い 、 いか い） 

Kenji may be sleepy. 
（ いか い） 

Kenji may not be sleepy. 
（ いか い） 

Kenji cannot be sleepy. 
（ い い） 

Kenji must be sleepy. 
（ いに い い） 

 

 意  意

対

小 対
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一の領 を指 い  

説 4  

“Must” 「 」を意 すると 、 題論理と英 法における 、 の

関係とい 領 を す 一方、 の 詞 「 」を意 すると 、 題

論理の の 関係の領 、英 法の その 対関係の領 を

指 、 の 2 つの 一の領 を指 い   

 

5. ンケート  

 た “Grammar” とい 授業 クラス け たの 、アンケート調査を た

日 、1 名 19 名 た アンケート 、 に ている 英語

授業（英 の日本語 ・日本 の英 ・英 法） 用いた論 英語学習に たか

かを た の に た  

 

 いに た た
た・ 

から い（*）
から い

た

か た 
た 

か た 

 7 8 1 3 0 0 

（*）19 名 1 名 、「 た」と「 から い」の 方の にチ ックを ていた  

1 

 

「 いに た」を 5、「 た」を 4、「 から い」を 3、「 た

か た」を 2、そ て、「 た か た」を 1 と て、4.18 とい 平 を た（

、「 た」と「 から い」の 2 つを た 生 3.5 と た） た、ア

ンケート 、「 いに た」 た 「 た」を た に、 に英語授

業 用いた 5 つの （ を ）の 、 の 、 の に に たかを

た のコメントを に する のアンケートに た「2019 度 

“Grammar” に使 た論 」 、本 論 た と ているの 、「 」に い

けを ている 、 のコメントを本 に する と 、 アンケート

の を ている お、 の ている  

 

1 ・ 英 を いる か た 、 を いたと 、法

を て て論理的に と い と と か た  

・日本語の と に る 、英語 に る の

、 ていた 理 た  

・調 け ら か たとい のを る と た  

・ 制の つ と X-reading levelの い本 と理 た  

・一つ一つ をお て説明 ていたと と か すい た  
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・ する との を かか て るの 、考 すか た す  

・“read” の 制 考 いと るの 、考 方 か た  

2 ・英語に の い「 」 「 」を す と いと考 ていたの 、

理 た  

・Writing の授業 、 かいと 意識 いていて、バラバラ 言い

たい と てい か たけ 、 と する と

の力 と た  

・「 」と「 」の使い けを意識 た と か たの 、 い 識 ら

た  

3 ・ 日本語を使 と 意識 てい か た と たの る と

て か た た、“a” と “the” の使い け 意 る と か た

の てお たいと た  

・ 語 て、 と 考 ら る に た  

・「a」と「the」の らを使 か から る と たの 、

とて に た  

・「 」と「 」 、日本語 か てい か たの 、 らに を

み る に る  

4 ・「 」と「 」の い 説明 ていて理 すか た  

・ プリント か ていた に “not more than” の意 を てい

たの 、 と学 て か た  

・ と の い 要 のに、 から か たから か た  

5 ・日本語と み に ニュアンス るの 、説明を て ら て る

と た  

・ に て て か すか たの 、 題を に の を い

て と そ と た  

・言 意 に ていた か ていた と 、

かる に た  

・ けを ていると から た 、 て け 、

ているのか に て ける て か すか た す  

 

. 論 

授業を た 学の “Grammar” 、 的に英語を理 、英語

る とを に ている の授業 、演繹的・帰納的推論のイマージョンア

プローチを用いた イマージョンアプローチと 、 考の一 明 に、 考を

す方法 る の授業のテキストに ている英 と英 用の日本 を使 て「

的 考の演繹的・帰納的推論、そ て の 2 つを組み た 説演繹法を用い す

る とに て、 生 日本 の英 ・英 の日本語 ・英 法を理 する とに

つ」とい 説をたて、 の 説に るか かを、 のアンケート から
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た 19 名の から 、5 4.18 とい 平 を た アンケート

の の 課題 る 、 生からのコメントから 「イマージョンアプ

ローチ 、演繹的・帰納的推論、 説演繹法を用いる と 、 3 つの 野 、英語授

業に に た」と言 るの い か お、 説演繹法と 、 説を帰納的に

、そ を演繹的に 、 に観察 た とと ら て、その 説の

を する と る 演繹と 、 真 論 真と る 推論

、一方、帰納と 、 真 て 論 真 ると 限ら い推論 る そ

て、推論と 、 と る 題から 論を導 と 、 題と 、真か を

る る  

た、本 、 の 4 つの帰納的に た 説の を た その 説と

、  日本語の 詞「 」と「 」 の に る 詞と るか、 「S+V+C」の

、日本語の 詞「 」と「 」 語に ていると 、 語における情報の ・

「 」と「 」に対応する と、  “more than” と「 」の意 領 の い、  “must” 

「 」と「 」を意 すると 、 題論理と英 法の の意 領 、そ

「 」と「 る」に対応する と る 、 題論理と 、 言・ 言・ ・

法 成 つ論理 の と る  
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授業に関するアンケート  

2020 1 15 日 

本 学 する「授業アンケート」と に、 の の い授業のた に、

度に取 い た論 （「2019 度 “Grammar” に使 た論 」とい プリントを ）

に関 て の意 を たいと考 てい す 英 を日本 、日本 を英 に すと

に、 た 英 法の説明に、 、 の論 要 ると考 、 い学 用語

使用 に、そ を授業 た のアンケート 、 た論 英 和 ・

英作 ・英 法の説明の と て たか かを するた の の す

力いた 、 て ら ると たいと い す 、「論 」と 、平

言 説明すると、「 る根 から 論を導 と」を意 す  

論、 名 、成 に 一 関 、 の 名

て ら た 、 の する「論 」に する 能 る と 、 て

てお す  

1. のアンケート用 と に たプリント 説明 た 、英 和 ・英

作 ・英 法を理 するた に たと い すか する に をつけて

い  

（   ） いに た    （   ） た 

（   ） から い    （   ） てい い 

（   ） てい い 

 

2. 1 「 いに た」 た 「 た」と て た にお す

のアンケート用 と に たプリント 説明 た の 、 い

たか  
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2019 度 “Grammar” に使 た論  

 

1 の英 の “read”  か か  

と る 詞の 制 

The biology student read a book written by Dr. Nakayama.  

 

2 の英 を日本語 すると 、日本語の「 」と「 」 の に使い けるか  

「 」と「 」の使い方の い 

Mary knew that John would propose to her.  

 

3 の英 (2)と(4)を日本語に すと 、「 」と「 」 の に使い けるのか  

「 」と「 」の使い方の い 

(1) Who is the president of X University?   (2) Mr. Yamada is the president of 

X University. 

(3) What is Mr. Yamada?   (4) He is a president.   

 

4  “The boxer does not weigh more than 40 kilos.” とい 英 の “not more than 

40 kilo” の日本語 、「40 キロ 」か「40 キロ 」か   

日本語「 」と 英語 “more than” の意 領 の い  

 

5 “You must open the door.” の 、“You don’t have to open the door.“ か 

“You must not open the door.”か  “must” 「 」の意 を す の  


